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放送政策に関する調査研究会 

（第２回会合）議事概要 
 

１ 日時 平成２４年１２月２０日（木）１０：００～１１：４０ 

 

２ 場所 中央合同庁舎第２号館地下２階 講堂 

 

３ 出席者 

（１）構成員（五十音順、敬称略） 

大谷 和子、小塚 荘一郎、曽我部 真裕、新美 育文、 

長谷部 恭男（座長）、山下 東子、山本 隆司 

（２）総務省 

   藤末総務副大臣、吉崎情報流通行政局長、南大臣官房審議官、 

吉田総務課長、秋本放送政策課長、野崎放送技術課長、 

長塩地上放送課長、竹村コンテンツ振興課長、島村国際放送推進室長、  

岡本放送政策課企画官 

（３）ヒアリング対象者 

①日本放送協会 

   塚田専務理事、近藤国際企画部長 

  ②（株）日本国際放送 

   川上代表取締役社長、仲元経営企画室長 

③ＢＢＣワールドジャパン（株） 

 輪座取締役、宮﨑ＣＯＯ代表取締役 

 

４ 議題 

（１）ヒアリング（国際放送関係） 

  ①日本放送協会 

  ②（株）日本国際放送 

  ③ＢＢＣワールドジャパン（株） 

（２）国際放送の現状と課題 

（３）自由討論 

 

５ 議事概要 

（１）ヒアリング（国際放送関係） 

①日本放送協会 

○ 説明内容 

『日本放送協会提出資料』（資料２－１）に基づき塚田専務理事から 
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説明。 

②（株）日本国際放送 

○ 説明内容 

『（株）日本国際放送提出資料』（資料２－２）に基づき川上代表取締 

役から説明。 

③ＢＢＣワールドジャパン（株） 

○ 説明内容 

『ＢＢＣワールドジャパン（株）提出資料』（資料２－３）に基づき 

輪座取締役から説明。 

 

（２）国際放送の現状と課題 

    『我が国のテレビ国際放送の主な課題等』（資料２－４）に基づき事務

局から説明。 

 

（３）自由討論 

 

【島村国際放送推進室長】 ＢＢＣワールドジャパンへ２点質問があります。

１つは広告収入について、ＢＢＣワールドニュース全体では、視聴契約料と

広告料の収入比率はどの程度でしょうか。もう一つは、ＢＢＣワールドニュ

ースのローカライズの方法はどのようなものでしょうか。番組自体が全く別

なのか、ＣＭだけ別なのか、それとも字幕を付与しているだけなのかについ

て教えていただきたいと思います。 

 

【ＢＢＣワールドジャパン宮﨑ＣＯＯ代表取締役】 広告収入と視聴料収入の

収入割合については、申しわけありませんが社内機密となっており、公表で

きません。 

 

【ＢＢＣワールドジャパン輪座取締役】 ローカライズについては、編集権等

全てＢＢＣが監修することになっています。実際の翻訳作業については、第

三者に委託している部分もあります。コストをできるだけ下げて多言語化を

しています。 

 

【島村国際放送推進室長】 そうしますと、番組自体は同じで、ただ翻訳で字

幕がついている、あるいは音声が流れているといった理解でよろしいでしょ

うか。 

 

【ＢＢＣワールドジャパン随行者：熊原氏】 幾つか、地域によって若干番組



3 
 

を差しかえている場合もあります。 

  例えば、ある種のドキュメンタリー番組が違う国の地上波で重なっている

と、あまりよろしくないということで一部差しかえていただく場合がありま

す。また、コマーシャルに関しても、地域別で分けています。もちろん世界

各国共通で同じスポットＣＭを流すことも可能です。 

 

【山下構成員】 ＮＨＫ資料の国内在住外国人視聴者からの意見の中に、「誰に

何を視聴してもらいたいのかがわからない」というものがありますが、その

答えは、どういうものでしょうか。 

  それと関連して、ＪＩＢが今日のプレゼンテーションで示した理念は、「日

本への関心・共感を呼び起こす」、「プロパガンダと曲解されない」というも

のですが、これはＪＩＢの自主番組についての理念なのか、それともＮＨＫ

のワールドＴＶと共通でお持ちなのかということを教えていただけますでし

ょうか。 

  もう１つの質問ですが、ＢＢＣワールドジャパンからは、コストを意識し

た経営というお話がありましたが、ＮＨＫとＪＩＢは、コストの削減につい

ての理念のようなものがあるのでしょうか。 

 

【ＮＨＫ近藤国際企画部長】 基本的には、世界中で英語を解する方に対して

放送をさせていただいていると考えています。 

  特に、私どもとしては、英語圏、あるいは日本はやはりアジアによって立

つ国なので、アジアの国々の皆さんに見ていただきたいということをまず頭

の中に置きながら、番組・ニュースを取材・制作しています。 

 

【ＪＩＢ川上代表取締役社長】 ＪＩＢの事業理念というのは、基本的にはＪ

ＩＢの企業理念です。この中で特にＪＩＢとして事業を運営していく上での

非常に重要な理念として、「信頼性・客観性」と「視聴者ニーズの把握」を強

調して事業運営に当たっています。 

 

【ＮＨＫ近藤国際企画部長】 コスト削減の取り組みについては、ＮＨＫでは、

国際放送を含め会長の指示のもとに常に不断の業務の見直しを心がけていま

す。 

  テレビとラジオで共通する作業は一緒に、例えばニュースの項目、内容な

どについては共通の素材は共通化して扱うなど、現場においても様々に取り

組んでいます。 

  また、インターネットを実施する場合には、機器、システム等のコストが

かかりがちになりますが、これも普段からの見直しで極力コストは下げるよ
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うに努めています。 

 

【ＪＩＢ川上代表取締役社長】 ＪＩＢの事業運営上のコスト管理ですが、実

際、コンテンツ制作はプロダクションにお願いする場合もあります。それを

無理にコストカットすることはなかなか難しいところです。しかし、大体ど

の程度コストがかかるのかということがわかっていますので、番組の企画内

容に合わせた適正なコストをお支払いしています。 

  また、会社運営上のコストは、いわゆる販売費、一般管理費を極力切り詰

めていると自負しています。 

また、インターネットについて、インターネットそのものは、独自で収支を

プラスにするということはなかなか難しいモデルだというのが現状です。この

５年間で、システムハウス、サーバー、回線費、その他のコストも、契約途中

ではあったけれども技術革新の成果を踏まえて値下げをお願いするなどの、さ

まざまな努力をしています。インターネットをこれからどう運営していくかが、

１つのコストの構成上の大きな要素だと考えています。 

 

【新美構成員】 ＮＨＫ資料の１２ページに「法制度の柔軟な運用、必要に応

じ制度の整備」とありますが法制度の関係で具体的にどんな点を想定されて

いるのでしょうか。 

 

【ＮＨＫ塚田専務理事】 法制度について、現時点で直ちに、具体的な支障が

出ているわけではないのですが、やはり放送と通信の融合・連携が進む中で、

例えばＥＵでインターネットを通じた、いわゆるリニアの配信が放送と同等

に位置づけられているなど、日本とは少し違う放送制度が展開されている国

が多く、また、実態としても、例えばインターネットを利用したコンテンツ

配信が、ある意味では常識になってきています。 

  そういう中で、ＮＨＫが今後コンテンツの海外展開をより一層進めていく

ことになりますと、インターネットが重要なチャンネルの１つにもなります

ので、相手国の法制度に適切に対応できるように、ある意味では法令の柔軟

な運用、解釈、場合によっては制度の見直しをお願いする機会も出てくるの

ではないかと思います。 

  

【小塚構成員】 法制度について、先ほどのプレゼンの中では、現状インター

ネットの活用あるいはモバイル端末への配信がなかなか展開できていないと

いうお話もありましたが、現行法上、結局それが支障になっているのか、そ

れとも現行法では対応できているのだけれども、将来的に問題が生じるとい

う趣旨なのか。あるいは放送法制の問題でなく、例えば権利処理等の問題で
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そこが障害になるという趣旨なのか。 

  例えば、放送法２０条や、２１条の文言で読み切れない問題があれば、ま

さに今回見直しの機会なのだと思いますし、そうではなく、対象国で放送に

入っているならこれは放送なのだということで整理できるのであれば、特段、

制度問題にはならないという考え方もあり得ると思いますので、その点をご

説明いただけないでしょうか。 

 

【ＮＨＫ塚田専務理事】 直ちに今すぐに、個別の事例で支障が出ていること

はありませんが、これから先、例えば、海外の事業者から、放送と同時にイ

ンターネットでも提供してほしいとか、いわゆる見逃しサービスであるとか

ビデオオンデマンドのようなサービスも付加する事業の申し出等々が加わっ

てきます。 

これから先、ＮＨＫワールドＴＶを含めてさらに展開するためには、海外の

事業者と送信委託を交渉する際に、付加サービスもセットでというケースが増

えてくると思われますので、こういったことにも対応できる形で、法の弾力的

な運用をお願いできればと思います。 

 

【大谷構成員】 権利関係のお話が出ましたので伺います。ＪＩＢはプレゼン

資料に、国への支援要請ということで、著作権処理の効率化ということを書

いていらっしゃいます。効率的な権利処理については、放送番組ですと著作

権だけで済まないところに１つの問題点とか課題があると思うのですが、国

に制度面で期待することを教えていただけますでしょうか。 

 

【ＪＩＢ川上代表取締役社長】 ＪＩＢの基本的な番組は、企画・制作すると

きから、いずれ世界にネットで出ていくということを前提にしていますので、

基本的に作曲家の団体、実演家の団体、音源をレコードで使う場合にはレコ

ード業界その他、了解を得ていくわけですが、どれか１つがノーとなります

と、結局できません。 

  経営上の費用対効果から言いますと、どこかでワンストップ処理ができな

いかということは希望するところです。 

  また、放送番組をつくって、それを海外に出す、あるいはネットに出すと

なると、また別の権利処理が発生します。私どもは、自分たちの独自番組は

それを前提にして、最初から権利処理をしていますので、ＶＯＤなどに出せ

ていますが、民放が制作した番組を活用するときには、また１から全部やり

直さなければなりません。ノーという答えが入ると展開できません。こうい

うところは何とかならないかと思います。 
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【藤末副大臣】 個人的な意見を申し上げたいと思います。この国際放送の研

究は、目的をもう少し明確に構造化したほうがいいのではないかと思います。

たとえば、日本のプレゼンス向上ということですが、まず、どこのだれにど

うやってプレゼンスを向上するのかという話、次に、何をやるかという話。

最後に、なぜというのがある。それをもう少し構造化してやっていただいた

ほうが議論が深まるのではないかと思います。 

  ２つ目は、インターネットという議論をされていますが、スマホとかタブ

レットのことを考えていただいたほうがいいと思います。ＢＢＣのものは、

私はスマホで読んでいます。テクノロジーのところも、「インターネット」と

いうひとくくりではないのではないかと思います。 

  ３つ目にあるのは、法改正の話も、著作権の話も含めて議論していただか

ないといけないと思いますし、法律は目的から派生して構造化しないといけ

ないと思います。漠とした議論ではなく、国益とは何かという話から落とし

込んでいただくと後ほどいろいろ作業がしやすくなるのではないかと思いま

す。 

 

【大谷構成員】 権利処理については、特に日本の国際放送に限らず、世界中

の国際放送に共通の課題ではないかと思いますので、異なる制度のもとで運

用されているＢＢＣの方にも、その権利処理の観点で、どこの国の制度が使

いやすい、使いにくいなどのご意見があれば教えてください。 

 

【ＢＢＣワールドジャパン輪座取締役】 ＢＢＣは、以前から権利クリアにつ

きましてはかなり投資をしています。各国についてどうかというご質問につ

いては、確認しないとお答えできませんが、ＢＢＣワールド及び番組の配給

をしているＢＢＣワールドワイドともに、できるだけ一元化をして、制作の

段階でＢＢＣとは別途に、オールライツのクリアランスをするようにしてい

ます。 

  インターネットができる前の昔の番組については、改めて交渉しなければ

いけませんが、新たな番組については、基本的にはオールライツで権利をク

リアし、商業目的でも使えるような形をとっています。 

  これは、非常に時間のかかる作業ですが、専任のスタッフを入れて権利ク

リアをしています。 

 


